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開館時間10時～18時（入館は17時半まで） ☎862-3761
月曜休館　※ただし、月曜が祝日の場合は開館 862-3762

博 館物 t op i c st op i c s

琉
球
王
国
時
代
で
は
、王
国
行
政
を
担

う
人
々
（
王
府
役
人
）＝「
士

サ
ム
レ
ー

」（
明
治
以
降
、

「
士
族
」と
呼
称
）と
、年
貢
を
納
め
る
た
め

の
働
き
手（
一
般
民
衆
）＝「
百ひ

ゃ
く

姓し
ょ
う

」（
明
治

以
降
、「
平
民
」と
呼
称
）と
に
士
農
分
離
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
中
で「
士
」層
へ

系
図
の
編
集
・
提
出
が
命
じ
ら
れ
、さ
ら
に

「
士
」は
、首
里
・
那
覇
・
泊
村
・
久
米
村
と

い
っ
た「
町ま

ち

方か
た

」、「
百
姓
」は「
間ま

切ぎ
り

」・「
村む

ら

」

（
首
里
・
那
覇
・
泊
村
・
久
米
村
以
外
の
地

域
）居
住
の
原
則
が
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

１
６
８
９
年
、王
府
内
に「
系け

い

図ず

座ざ

」が

設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
士
」層
は
行

政
的
に
系
図
の
編
集
・
提
出
が
求
め
ら
れ
、

系
図（「
家
譜
」）編
さ
ん
が
恒
常
的
な
も
の

に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
系

図
を
持
つ
者
＝「
士
」、系
図

を
持
た
な
い
者
＝「
無む

系け
い

」

＝「
百
姓
」と
い
う
身
分
制
が

確
定
し
、居
住
地
の
制
限
は
も

と
よ
り
、着
物
の
柄
か
ら
屋
敷

の
大
き
さ
な
ど
衣
食
住
さ
ま
ざ
ま
な
面

で
身
分
の
違
い
が
現
れ
ま
し
た
。

一
方
、「
士
」層
で
も
そ
の
居
住
地
に
よ

り
、「
首
里
士
」・「
那
覇
士
」・「
泊
村
士
」・

「
久
米
村
士
」と
大
別
さ
れ
、王
府
行
政
全

般
に
仕
え
る「
首
里
士
」や「
泊
村
士
」、薩

摩
藩
役
人
の
接
待
や
貿
易
関
係
に
仕
え

る「
那
覇
士
」、対
中
国
関
係
に
仕
え
る

「
久
米
村
士
」な
ど
そ
の
役
割
が
決
め
ら

れ
て
い
き
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、歴
史
博
物
館
に

寄
贈
さ
れ
た
家
譜
資
料
を
中
心
に
、家
譜

の
書
き
方・作
り
方
を
始
め
、居
住
地
に
よ

る
役
割
の
違
い
な
ど「
士
」（
士
族
）の
仕
事

ぶ
り
、生
活
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、企
画
展
に
併
せ
、ギ
ャ
ラ
リ
ー
歴
史

文
化
講
座
を
開
催
し
、展
示
会
の
内
容
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。こ
の
機
会

に
是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期 

4
月
24
日
（
水
）
ま
で

費 

入
館
料　
一般
3
0
0
円

那覇市立壺屋焼物博物館イベント情報
「厨子～門上秀叡・千恵子コレクション～」※厨子とは、沖縄の蔵骨器のことです。
　この度、国の一括交付金を活用した「壺屋の歴史・文化発信事業」の一環として、厨

ず

子
し

190基を購入いた
しました。コレクションの中には壺屋焼の厨子の他、喜名・知花焼、古我知焼、八重山焼など、県内の様々
な産地の厨子があり、資料的価値が高いだけでなく、芸術的にもすばらしい作品が集まっています。本展
では、那覇市指定有形文化財に指定された蔵骨器1727年製「壜

どん

」も展示されます。また、中国産輝緑岩製
の石厨子もあり、類例は小禄墓（宜野湾市嘉数）に収められている石厨子（県指定有形文化財）に求められ
ます。小禄墓内石厨子には「弘治7（1494）年」の銘があるのに対して、本石厨子には「弘治5（1492）年」
の銘があり、2年古い資料となります。この貴重な
コレクション群の中から特徴的な作品30基程度を
選び先行展示いたします。
日 ３月８日（金）～２４日（日）
場 ３階　企画展示室　費 無料

2
月
8
日
（
金
）、
第
35
回
「
那
覇
の
物
産
展
」
那
覇
市
長
賞

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
翁
長
市
長
か
ら
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
、
地
場
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
、
今
回
は
最
優
秀
賞
1
点
、
優
秀
賞
2
点
、

奨
励
賞
2
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
有
限
会
社
月
桃
花
の
玉
城
良
子
代
表
取

締
役
は
、「
今
回
の
受
賞
を
、
さ
ら
な
る
励
み
と
追
い
風
に
今
後

も
使
命
感
を
持
っ
て
頑
張
り
ま
す
」
と
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。

まーさむん・すぐりむん
(美味しい品・優れた品 )
がたくさん！

～第35回「那覇の物産展」那覇市長賞 表彰式～

2
月
9
日
（
土
）、
壺
屋
の
や
ち
む
ん
通
り
入
口
に
高
さ
3
・

62
ｍ
、
重
さ
約
3
ト
ン
の
「
壺
屋
う
ふ
シ
ー
サ
ー
」
と
ボ
タ
ン
を

押
す
と
ウ
チ
ナ
ー
ぐ
ち
で
音
声
案
内
を
す
る
「
石
碑
」
が
設
置
さ

れ
、
そ
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
シ
ー
サ
ー
は
、
一
昨
年
9
月
に
設
置
さ
れ
た
「
さ
い
お
ん

う
ふ
シ
ー
サ
ー
」
と
同
時
期
に
壺
屋
の
陶
工
た
ち
に
よ
り
制
作
さ

れ
、
さ
い
お
ん
う
ふ
シ
ー
サ
ー
と
は
、
ま
さ
に
「
兄
弟
」。
那
覇

の
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
を
、み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

那覇のシンボル
巨大シーサー誕生！

～壺屋うふ（大）シーサー除幕式～

窓口サービスのさらなる
向上をめざして

～市民課窓口業務の一部 民間委託スタート～

那
覇
市
歴
史
博
物
館
企
画
展

｢

家か

譜ふ

で
ひ
も
解
く
士
族
の
世
界｣

〜
士
族
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
て
〜

2
月
12
日（
火
）、
市
民
課
の
窓
口
業
務
の
一
部
が
民
間
委
託
さ

れ
、
受
託
会
社
の
関
係
者
や
市
職
員
が
開
始
式
を
行
い
ま
し
た
。

お
そ
ろ
い
の
制
服
に
身
を
包
み
、
窓
口
に
一
列
に
な
っ
て
始
業

開
始
を
待
っ
て
い
た
受
託
会
社
の
職
員
は
、
始
業
チ
ャ
イ
ム
と
と

も
に
窓
口
に
訪
れ
た
市
民
に
丁
寧
に
対
応
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

民
間
委
託
は
、
民
間
企
業
の
優
れ
た
専
門
性
と
柔
軟
性
、
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
と
も

に
行
政
コ
ス
ト
節
減
を
図
る
目
的
で
行
わ
れ
ま
す
。

３月期の国宝尚家衣裳特別展示「桃色地の衣裳」（3/8 ～ 4/3）開催！（那覇市歴史博物館☎ 869-5266）

開館時間10時～19時　木曜休館　☎869-5266 78

▲
「家譜」の表紙

「家譜」の
世系図部分
▼

市指定文化財 ▼

「壜
どん

」（1727年）

▼

石厨子（1492年）


